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アダムスキー氏 との 日々くその6〉

竹 島  正

コユー ・グ リッシュ女史 EEE

【解説 】

今回は 、コユー グ リッシュさんを紹介 しますく彼女は病院の看護婦 をされ

てお り、現在 、ミシガン州 ノビに住 んでお られます 。彼女 とは 、まだ直接会 つ

た ことはあ りませんが 、ふ とした ことか ら数年前 よ り文通 を続 けています 。ア

ダム スキーの ミシガン州での協力者の一人です。本 シ リーズは 、インタビュー

記事が原則なのですが 、これ まで私に伝 えられた手紙やテープか ら、実に彼女

があの 「同乗記 」に出て くるオー ソンや ラ ミュー 、カルナに会 つたことを知 ら

せて きましたので 、ここに、彼女の言葉 と して私 に伝 えられた内容を公表する

ことにしましたく (竹 島 )

§地球の状況が緊迫 している

アダムスキー氏は 1954年 デ トロ イ トヘ初めてや つて来 ま した。五千 た́も

の 人々の前で講演す るためにです。それ が私が初めて氏について知 つた時です
`

氏は以後五回か六回来た と思 います 。しか し、その後は聴衆の数は減 る一方で

した く最後 には 、ほんの一握 りの人 々が興味 を示 しただけで した て

ア ダムスキー氏は六十'歳 代の ハンサノ、な 白髪の男性で した 。彼はポー ラン ド

の相 当な血筋 を引いて いました。教育を受 けた人ではあ りませんで したが 、彼

は 大変知識があ り、 人々に理解 しやすい優 しい言葉で話 しかけていま したて し

か し、彼は実際には高度に専門的な ことを理解 して いるよ うで したく彼は 自分

自身 、独学で学んだ と言 っていま した。

彼は アマチ ェアの写真家 、天体観測家で したて反射望遠鏡 を使 って 、彼は 月

面周辺の不思議な物体 を撮影 し始めたのです 。簡単な プローユーカメラを望遠

鏡 に 付けて撮彩 を開始 しました。彼は近 くの海軍基地へ写真 を送 りま したが 、

返事はあ りませんくそればか りか 、写真 も返 しては来 ませんで した。アタ_7、 ス

キー氏は以前か ら、宇宙において私達が一 人ではないように思 つていま した く

彼は東洋の宗教や形而上学の教 えを研究 していま したが、スペー スピーブルか

らこ うした教 えによる自分の背景 を変えて 、人々に他の惑星の人 々が肉体上に

存在す ることと彼等の今回の来訪の 目的 を伝 えるよ うに言われたのです(オ ー

ツンは この惑星の状況が緊迫 しているこ とを強調 しま した。彼等 が何年 もの間、

私達 よ り遥かに進歩 した測定装置 によつて 、この惑星 を観察 していたのです 。
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の情報を知 らされることが急がれていたのです。

原子爆弾を用いた利、達の実験の影響は外字宙まで広がつて行き、宇宙船が飛

::i:::]「i::ll]:!][i][:[]:][|]|][i][
意 す る意 見です 、

§私はオーソンや ラ ミューに会 った

しか し、小型の スカウ トシ ツプが全世 界で 目撃 され 、写真 も取 られて いるに

も関わ らず 、アダヱ、スキーが スペー スピープルとの体験 を話 した ときか らア ダ

2、 スキーの信用 を失わせ よ うとす る者が時 として いた ものです (し か し、私に

つ いて言 えば 、私 自身アダムスキーが話 した ことの確々 さヽにつ いて証拠 を持 つ

て います 。何故な ら、私はオー ソンや ラミューその他の人々に会 つた ことがあ

るか らです (

スペー スピープルは地上にや つて来てか らとい うもの 、私達の間で静かに生

活 してお り、陰から私達 を手助けす るため に働いて います 。地球人に病気 をも

た らす ストレ スを作 り出すよ うな戦争や貨幣制度の無 い社会か ら来た彼等は外

見上 、我 々の中の健康 人より美 しい顔付 さを しているだけの違 いて しか有 りま

せん `彼等 は故郷の惑星 にいる間は私達の よ うな病気にかか ることは あ りませ
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んが 、この惑星に住んでいる間に彼等 も影響 を受けて病気にな ることがあ りま

す 。彼等の うち 、それが可能な者は時 々静養 しに帰還 します し、ある者は短い

期間大気圏内に滞在 し、またある者はそれが余 りに も苦痛なため 、地球 を離れ

なければな らな くな りますく

他の惑星の人 々は明るく、楽 しい人 々です し、地球 にいるときでもその明朗

さを保 とうと努力 して います て彼等は私達の様々な問題に心 を痛め ますが 、そ

れで 自分たちの生 きる姿勢に影響 を与えることが無 いよ うに努力 しています (

ア ダヱ、スキーが言 つた よ うに 、彼等は四六時中顔 を しかめて いるよ うなことは

な く、彼等の喜びは生活の中か ら確立 され た信仰の体系か ら湧 き出るのですて

一方 、この地上ではそれは説教 と して言われているに過 ぎません 。

1958年 の 6月 、この地方の円盤グループは宇宙講演会の開催を決定 しま

した `ア ダム スキーが主賓の講演者で した 。請演の後 、五十 人を越 える人 々が

私の家 にアダム スキー と個人的に話 をするために集 まつていま した。日曜 日に

は私達は円盤グループだけで借 り切 つて いた ダウ ンタウンのカ クテル ラウンジ

て食事 をしましたくその会 合で 、アダノ、スキーは皆に彼が最初の本の中で述べ

たオー ツンの靴の足跡 を解読 した 日本の誰かから送 られてきた という或 Z)テー

プを聞かせ ましたくアダムスキーは内容 を通訳 しよ うとして いま した 。そ して

次に 日本か らの音楽 に移 りま した 。それは全 く感動的であった ことを覚 えてい

ます (

私は 早めに帰 ることに して いま したので 、その場 を離れ よ うと した時この地

方の円盤グループの私の友達の一 人が私の手 を取 り、私に会 いたがつている 人

が いると言つて私 をバーの方へ連れて行 きま した 。それは背の高 い色黒の青年

で したが、 しば らく話 を している うちにこの人が アダノ、スキーが本の中で述べ

た ラ ミューであるとい うひ らめ きがあ り、私はは っと したのです 。

私はあた りを見回 しま した 。す るとバーの中には この地方の円盤グ7L― プの

メンバー とは思 えな い多 くの人 々が いたのです。彼等は皆朗 らかで、楽 しげな

様子であ り、互 いに話 を して いる様子で した 。私は アタムスキーの方へ 目をや

ります と、彼はその一団 を神経質 そ うに 見守 って いま した
`

§隣に座 って いたのはカルナだつた

私達は約二時間程 、話 を しま したが 、別に メッセー ジを受 けるようなことは

な く 友達のよ うに互 いに興味のある多 くの ことについて話 し合つただけです .

ただ 、私が驚 いたのは彼が実によく私の ことを知 っていたことです。後でアダ

ノ、スキーがその会合には本の中に出て くるオー ソンや他の 人々がいた と言 つて

いた ことを知 りました。 しか し、彼は私が誰 に会 ったかについては確証 を与え

ませんで した し、また 、そ うす る必要 も無か つたので しょう。私の隣には金色

の髪 を した非常に美 しい女性が座 っていま したが 、それがカルナであることが

分か りましたく

ここで私達が覚 えて いなけれはな らな いのはスペー スピープノしがここに住む

場合 、彼等は注 目されないように私達 と似た生活 を しなけれはな らないとい う

ことです 。私達が彼等の精神的な高 い波動に 自分 自身 を同調 させ ることができ
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な い限 り、彼等は秘密 を漏 らす ことはあ りません 。私達が彼等 を他の人に言い

つけ るよ うなことを しな いと証明 され るまではです く

アダム スキーは自分自身 、煙草 を吸いま した し、ウ ォッカを飲み、大衆か ら

彼に惜 しみ無 く向け られた注 目を好みま した 。或 る人は彼はスペースピープノし

が他の たに示す との よ うな関心に対 して嫉妬 さえ して いたよ うだ と言 つて いま

すく しか し、彼の唯 一の使命は彼の コンタク トの物語 を大衆に知 らせ ることで

あ ったのか も知れ ません`そ
の後は他の者が引 き継がねばな らないので しよう

`

恐 らく彼はそのことを知 つていて 、それ を好 ましくは思 つていなかったので し

ょうて彼は この全てが どうなるか を 見てみたいので 、いつ も死ぬのは一番最後

であ りた0ヽ と言 つて いた ものです 。

【あ とが き】

今回のコニー グ リッシュさんはアタノ、スキー氏がデ トロ イトをは じめ 、ミ

シガン州 を訪れた時 、いつ も氏の現地における講演会の準備に携わつて いた一

人です ぐ人が変われば またアダムスキーに対する見方 も若干変わ ることはやむ

を得な いで しょうく唯 、注 目すべ きはアダム スキーが実に、一面では嫉妬 と見

られ るほ どに スペー スピープルを見守 つて いた とい うこと、そ して 、60才 を

過 ぎたアダム スキー を取 り囲む よ うに して若 々しく、快活な彼等 との交流が 日

常的に行われていたのだ とい うことです くまた 、た とえ円盤 グノレープの人 々の

中 、あるいは個人的 に どのよ うに親 しい間柄であ つて も、これ らの 人々につい

ての秘密はアダム スキーは漏 らさなか つた ことも、大切なポ イントとな るに違

い有 りません 。

私達ほ ともすれば 、宇宙船 を目撃 した り、宇宙 人とコンタ クトした いと願 う

ものですが 、実際には彼等 と交流す るため には 、こ うした秘密 を守 ることや 、

彼等 を地上の災いか ら守 る態度が要求 され るのです 。それは惑星の問題はその

惑星の住民が 自ら解決 すべ きとい う原則の下 、援助は限 られた形態で行われて

いそ)こ とによ ります 。 しか し、言 うなれば天国の惑星か ら来た彼等が 、日常は

地上の どこかに身分を隠 して働 きなが ら、アダム スキーの請演会には必ず付 き

添 って応援 していた ことを考 えれは 、彼等 をアダム スキーがそれ程にかば つて

いた状況が理解で きるに違いあ りません (

(※ 23ペ ー ジよ りつ づ く )

そ してそれは 、決 して失 つてはいない…… ということに気が付 き、自分か ら、

また一つのエ ゴが去 つて行 くすがすが しさを感 じるものだ 。こんなことを何度

も繰 り返 しなが ら、エ ゴと意識の コントロールについて、いや… とい うほ ど体

験す る時 、この地球上でなすべ きことを している自分 に気付 くだろう… …

地球上では 、立派な地球 人になれ ば、それていい……く じけることはな い、
,

地球は太陽系一番の厳 しい所なんだ 。
「プルア J… …美 しい楽園 、ここは遠 い星から来た 、惑星 人の最高の集 いの

場なのであつた…… 。そ して 、今 もそ うであると して も不思議ではない……

(完 )
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